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1  1ま  し め に

東北農業試験場稲育種研究室では,い もち病抵抗性と良

食味性とを兼ね備えた寒冷地向き品種の育成を目標として

育種事業を進めている。おきにいりはそうして育成された

品種の一つであり,熟期がサトホナミ並で,い もち病抵抗

性のほか,耐冷性や耐倒伏性,収量性も優れ,ひ とめばれ

と比べても遜色のない良食味であることから,宮城県で奨

励品種に採用され,普及に移された。ここに,本品種の育

成経過,特性及び栽培上の留意点等を紹介する。

2育 成 の 経 過

おきにいり (旧系統名 :奥羽M6号)は ,1984年に東北

農業試験場水田利用部において,中部47号を母とし,奥羽

313号を父として人工交配を行ってその後代から育成され

た品種である。1996年 (F12)お きにいり (水稲農林鉾2つ

と命名され,宮城県で奨励品種に採用された。

3形 態 的 特 性

おきにいりは登熟期には止葉が立ち,草姿は良好で熟色

も良 |、 稗長はトヨニシキ,ササニシキ並のやや長稗で ,

穂長もトヨニンキ,ササニシキ並である。穂数はササニシ

キより少なく, トヨニシキ並かやや少ない中間型である。

稗の太さはトヨニシキ並の中,諄質はトヨニシキ並のやや

剛である。粒着密度は中,短きが稀に生じ,ふ先色は黄白,

脱粒性は難である。

4生 態 的 特 性

おきにいりは出穂期・成熟期ともトヨ■シキ,ササニシ

キとはぼ等しく,育成地では中生の晩,普及地帯である宮

城県ではサトホナミと同じ中生に属する梗種である。耐倒

伏性は, トヨニンキよりやや強い強である。

いもち病真性抵抗性遺伝子型は,P,一 α,Pj― ,と 推定

され,葉いもち圃場抵抗性は, トドロキワセ, トヨニシキ

と同程度か,やや劣ることから,やや強と判定される (表

2)。 また,穂いもち圃場抵抗性は, トヨニシキ, トドロ

キワセ並の強と判定される (表 2)。 おきにいりの穂いも

表 , おきにいりの主要特性一覧
(育成地 1990～ 1995)

品種名 おきにいリ トヨニシキ ササニシキ
熟 期      中生の晩
草 型       中間型
出穂期 (月 日)   811
成熟期 (月 日)   925
繹 長 (m)    81(87)
穂 長 (m)    187
穂 数 (本/nf)  332
在の多少・長短   稀・短
ふ先色       黄 自

中生の晩  中生の晩
中間型   穂数型
811    811
924       925
80(86)     82(86)

18 6        184

350        402

少・短  極少・短
黄 自  黄 自

脱粒性        難    難    難
耐倒伏性       強   やや強   弱
穂発芽性      やや難   やや易  やや易
耐冷性        強    やや弱  やや弱
いもち病真性抵抗性 Pj―α,′   Pけ―α   Pι ―α
葉いもち

穂いもち

自葉枯病

縞葉枯病

やや強   強   やや弱
強    強    弱
やや強   やや弱   やや弱
罹病性  罹病性  罹病性

玄米重 (kg/a) 584(612)549(551)586(555)
同上標準比 (%) 106(110) 100(100) 107(101)
玄米千粒重 (g)  238 216 215

玄米品質     42(上 下)37(上中)41(上下)
食 味       上 中  中 中  上 中
注 ()は多肥区の値

表 2 葉いもち及び穂いもち抵抗性 (育成地)

系締 品種名 真性抵抗性
轟 轟

おきにせ`り PJ― α,Pj― :

あきたこまち P'一α,P,一 j

トドロキワセ PJ― i
イナバワセ P′ ―j

トヨニシキ P′ ―α

キヨニシキ P′ ―α

ササニシキ Pj―α

69 やや強～強 38  強
74   中   60 やや弱
69 やや強～強 39  強
84      "弓

67   強
82 極弱
41  強

71  やや強  53  中
66 弱

注 葉いもち抵抗性は畑晩播検定,穂いもち抵抗性は本
田 (穂いもち抵抗性検定圃場)での検定 (優先レー
スは双方とも007と 推定)による。
数字は発病程度 0(無発病)～ 10(葉いもち :全茎
葉枯死,穂いもち :全籾罹病)で 1990～ 1995年の平
均値

80 やや弱
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ち圃場抵抗性は,あ きたこまち並の食味を持つ良食味品種

としては東北地方の現行の奨励品種の中で最も水準の高い

もので,本品種の最大の長所である。このように優れたい

もち病抵抗性を備えているため,農薬の使用を軽減した栽

培も可能である。1995年には,東北農試 (大曲)でのおき
にいりのいもち病無防除栽培 (い もち発病籾の割合85%)
の収量は,51 2kg/aであった。これは,サ サニシキの 3

回防除栽培と比べても7 kg/a多 かった (表 3)。

自葉枯病に対する圃場抵抗性は, トヨニシキやササニシ

キに優るやや強で,縞葉枯病抵抗性は罹病性である。

穂発芽性は,あ きたこまちと同程度のやや難と判定され

る。恒温深水法による穂ばらみ期耐冷性の検定結果による

と,耐冷性はトドロキヮセには及ばないが,あ きたこまち

やコガネヒカリよりは強く,強と判定される。

収量性はトヨニンキを上回り,特に多肥条件では優れた

多収性を示す。各府県における奨励品種決定調査でも,概
ね比較品種を上回る収量をあげている (図 1)。

表 3 おきにいり及びササニツキのいもち病発病程度
と収量 (育成地1995年 )

ササニシキ
609
208

図 1 配布先におけるおきにいりと比較品種との
収量の比較

注 1992～ 1994年度の各県の奨励品種決定調査による。
冷害による異常値 (比較比率が200を越す場合)は
除いた。

5品 質 ・ 食 味

おきにいりの玄米の形は中で,粒の大きさはトヨニシキ,

あきたこまちよりやや大きい中である。粒厚はトヨニシキ
,

ササニシキ,あ きたこまちよりやや厚く,千粒重もやや大

きい。この特徴が,お きにいりの多収性に貢献していると

考えられる。

玄米の外観品質は, トヨニシキにやや劣り,ササニシキ

並の上下である。光沢や粒の揃いは良く腹自や乳白は少な

いが,1994年のような高温登熟の際には心白や背自が発生

しやすい。奨励品種決定調査でも,背白や乳自が多く玄米

品質が比較品種より劣ることが指摘されている所がある。

この点は,おきにいりの欠点の一つである。

適嶋精時までの鵜精時間や精米自度はあきたこまち, ト

ヨニシキ並で,掲精歩合もこれらの品種と同程度で,胚芽
は比較的落ちやすい。

飯米の食味は,育成地では,光沢及びうま味があり,粘
りが強く,総合ではキヨニンキに優りあきたこまちに匹敵
する上中と評価している (表 4)。 また宮城県でも,サ ト

ホナミに優り,ササニンキと同等で,ひとめぼれと比較し

ても遜色のない良食味と評価されている。

Ю%0221;言

`‡

琳‖珊嘲]嘲‖
・

43r. *t -0.08 -0.08 -0.08 -0.08

匈   卸
錬純製糧け。

つ    ̈  "

1994

1995 1996112 20 ササニツキ ーo lo  -025 -016-010
あきたこまち Cm O∬ o∞ ∝

“注 基準品種は,同年度産のあきたこまち
*,**はそれぞれ5%,1%水 準で有意差あり

6 栽培上の留意点

おきにいりは,その特性と配布先の試験結果からみて
,

東北中南部の平坦地に適するとみられる。登熟期に高温条

件になる地域では玄米の外観品質が低下しやすいので,作
期や水管理等に注意する必要がある。また,耐倒伏性は強
と評価されているが,長稗であるので多肥条件ではさらに

稗が伸長し,耐倒伏性を損なうことがあるため,極端な多
肥栽培を避ける。

表4 食味試験成績

生産年 実施日  」 i 品種系統名

おきにいり  014  0,1 0“  0『

Ю%0“ M;;i`‡ オl… 珊嘲‖琳I
あきたこまち 0『   o①  ―o ll-029
おきにいり  030  0∞  0∞ -010
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